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名であります。会議規則第81条の規定により、

ご指名いたします。 

 ７番 渡 部 秀 樹 議員 

 ８番 今 泉 春 江 議員 

 ９番 梅 津 善 之 議員 

 以上、３名の方にお願いいたします。 

 

 

 日程第２ 会期の決定 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 ここで、今定例会の会期及び会議日程等につ

いて、議会運営委員会の報告を求めます。 

 町田義昭委員長。 

  （町田義昭議会運営委員長登壇） 

○町田義昭議会運営委員長 議会運営委員会を代

表いたしまして、去る７日の委員会において決

定した今定例会の会期及び会議日程等について

ご報告いたします。 

 会期につきましては、お手元に配付しており

ます平成28年第２回市議会定例会会議日程表の

とおり、本日６月９日から６月30日までの22日

間といたします。 

 市政一般に関する質問につきましては、議事

日程第２号、第３号のとおり、６月15日、16日

の２日間とし、このたびの質問者は10名の予定

でありますので、第１日目５名、第２日目５名

といたします。 

 一般質問発言通告は、質問内容、答弁者を具

体的に記載の上、本日執務時間内に提出をお願

いいたします。 

 各常任委員会、特別委員会の日程につきまし

ては、日程表のとおりでありますが、本日の本

会議終了後に予算特別委員会の正副委員長の互

選をお願いいたします。 

 予算総括質疑発言通告の締め切りは６月21日、

討論発言通告の締め切りは６月27日といたしま

す。なお、最終日６月30日、本会議前に議会運

営委員会を開催させていただきます。 

 以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○渋谷佐輔議長 お諮りいたします。今定例会の

会期は、ただいま議会運営委員長から報告があ

りましたとおり、本日から30日までの22日間と

決定し、会議日程につきましては、お手元に配

付してあります平成28年第２回市議会定例会会

議日程表のとおり決するにご異議ございません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第３ 報告第５号 平成２７年 

 度長井市一般会計繰越明許費繰越計 

 算書の報告について 

 日程第４ 報告第６号 専決処分の 

 報告について（車両事故に係る損害 

 賠償の額の決定について） 

 

 

○渋谷佐輔議長 それでは、日程第３、報告第５

号 平成27年度長井市一般会計繰越明許費繰越

計算書の報告について及び日程第４、報告第６

号 専決処分の報告について（車両事故に係る

損害賠償の額の決定について）の２件を一括議

題といたします。 

 報告を受けることといたします。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 報告第５号 平成27年度長井市一般会計繰越

明許費繰越計算書の報告についてご説明申し上

げます。 
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 本案は、３月定例会において議決をいただき

ました繰越明許費に係る経費につきまして、繰

越計算書のとおり繰り越しいたしましたので、

地方自治法施行令第146条第２項の規定により

ご報告申し上げるものでございます。 

 報告第６号 専決処分の報告についてご説明

申し上げます。 

 本案は、車両事故に係る損害賠償の額の決定

について専決処分させていただいたものでござ

います。 

 内容といたしましては、長井北中学校スクー

ルバスが起こしました車両事故に関し、損害賠

償の請求者に対し18万7,163円を支払うもので

ございます。車両の運転につきましては事故の

ないよう常に指導してるところでございますが、

今後ともなお一層の注意を喚起し、安全運転に

努めてまいります。 

 以上、ご報告申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、これで報告を

終わります。 

 

 

 日程第５ 報告第７号 専決処分の 

 承認を求めることについて（長井市 

 市税条例等の一部を改正する条例の 

 設定について）外３件 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第５、報告第７号 

専決処分の承認を求めることについて（長井市

市税条例等の一部を改正する条例の設定につい

て）から日程第７、報告第９号 専決処分の承

認を求めることについて（長井市国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の制定について）

までの３件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 報告第７号、報告第８号及び報

告第９号の専決処分の承認を求めることについ

てご説明申し上げます。 

 これら３件は、いずれも地方税法等の一部を

改正する法律の施行に伴い、平成28年４月１日

から施行する必要があるものについて、長井市

市税条例等、長井市都市計画税条例及び長井市

国民健康保険税条例の一部を改正するため、専

決処分をさせていただいたものでございます。 

 よろしくご承認賜りますよう、お願い申し上

げます。 

○渋谷佐輔議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから、１件ごとに質疑、討論、採決を行

います。 

 まず、日程第５、報告第７号の１件について

質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、報告第７号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 報告第７号は、承認することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、報告第７号は、承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第６、報告第８号の１件について

質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い
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たします。 

 それでは、報告第８号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 報告第８号は、承認することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、報告第８号は、承認することに決定

いたしました。 

 次に、日程第７、報告第９号の１件について

質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、報告第９号について討論を行いま

す。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 報告第９号は、承認することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、報告第９号は、承認することに決定

いたしました。 

 お諮りいたします。これから上程いたします

日程第８、議案第42号及び日程第９、議案第43

号の２件につきましては、委員会付託を省略し、

全員でご審議願いたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第８ 議案第４２号 平野小学 

 校校舎大規模改修（建築）工事請負 

 契約の締結について 

 日程第９ 議案第４３号 平成２８ 

 年度長井市一般会計補正予算第２号 

 

 

○渋谷佐輔議長 それでは、日程第８、議案第42

号 平野小学校校舎大規模改修（建築）工事請

負契約の締結について、及び、日程第９、議案

第43号 平成28年度長井市一般会計補正予算第

２号の２件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第42号 平野小学校校舎大

規模改修（建築）工事請負契約の締結について

ご説明申し上げます。 

 本案は、去る５月31日に執行いたしました入

札の結果に基づき、契約金額２億2,086万円を

もって小笠原建設株式会社、代表取締役社長、

小笠原和徳と工事の請負契約を締結するため、

長井市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定により

ご提案申し上げるものでございます。 

 続きまして、議案第43号 平成28年度長井市

一般会計補正予算第２号についてご説明申し上

げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に2,207万2,000円を追加いたしまし

て、予算の総額を歳入歳出それぞれ141億1,307

万2,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正は公有財産購入費といたしま

して、長井南中学校グラウンド用地購入費

2,207万2,000円を新たに計上するものでござい

ます。 

 これらの財源といたしまして、前年度繰越金

2,207万2,000円を充てるものでございます。よ
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ろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○渋谷佐輔議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから１件ごとに質疑、討論、採決を行い

ます。 

 まず、日程第８、議案第42号 平野小学校校

舎大規模改修（建築）工事請負契約の締結につ

いての１件について質疑を行います。ご質疑ご

ざいませんか。 

 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 過日の文教常任委員会

協議会の中で、教育委員会のほうからいろいろ

説明がございました。私はこの契約に関して異

論を唱えるということはないわけでございます

けども、その中で、工事代金の中に含まれてい

る暖房機が、今回、24台ほど交換されるという

ようなことで、その交換に当たって、やはり今、

全国的に省エネ、あるいはエコ、そして、山形

県内においてもそうした自然エネルギー、ある

いは再生エネルギーの利用促進というようなこ

とをうたわれておりまして、そういう状況の中

で私たち自治体もそういうものに協力体制を少

しでも近づけていくというような努力も必要な

のかなというふうに私的には感じておったわけ

でありますけれども、このたび、平野小学校の

暖房機の交換については、今までどおり化石燃

料の交換だというふうなことで、そういう考え

方について教育委員会のほうに問い合わせ、質

問をさせていただきました。 

 その状況の中では、やはり木質ペレットの暖

房機の導入とか、そうした考えはない、議論は

されなかったかというような問いに対しては、

そういうことは一切ございませんでしたと。ま

た、限られた予算の中でやっていかなければな

りませんので、お金のかかる暖房機とかそうい

うものというものの導入は考えられないという

ふうなお話があったわけで、それはそれと、了

としておりましたけれども、少し市長の考えを

お聞きしたいなと、そんなふうに思った次第で

ございます。 

 せっかくの一つのチャンスでないのかなとい

うふうに思ってるんですけども、やはり第五次

総合計画の中にもわずかながらそうした文言が

入っているんですよね。それはゼロだければそ

うしたことは考えないんですけども、再生エネ

ルギーが自然エネルギーにしたからって費用対

効果とか云々というものは大幅に改善するとい

うことはないんでしょうけれども、そこはやは

り山形県の中で生きていく自治体として、少し

でも、あるいは一歩でもそうしたものを導入し

て近づけていく考えというものはなかったのか

なということについて、市長の見解をお伺いし

たいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 町田議員おっしゃいますように、やはり再生

可能エネルギー、あるいは特に山形県は「森林

ノミクス（モリノミクス）」ということで、木

質バイオマス発電はもちろんでございますが、

ペレットストーブあるいは太陽光エネルギー

等々を活用したエネルギーを、火力発電とか

等々頼らないように、エネルギーの自給率も

100％目指そうということで県でも計画を立て

て努力されております。私どもも第五次総合計

画では余り具体的には触れておりませんが、特

に昨年策定いたしました地方創生の総合戦略の

中で、主要のリーディングプロジェクト10の中

に大きな比重として、将来的には再生可能エネ

ルギーを公共施設等々で、あるいは市民の住宅

等々でも使っていただけるような、そういった

取り組みを目指しております。 

 昨年も国土交通省の補助事業を受けまして、

創蓄省エネルギーのソフト事業に取り組んでお

ります。この中で、将来の、例えばでございま

すが、終末処理場、公共下水道のですね、その

汚泥などを使ったバイオマス発電あるいはバイ

オコークスということで、特にコークスの場合
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は燃料体みたいに固体の発電とかできるような、

そういった固形に変えまして、そして、それを、

例えば今回、平野小学校なんですが、平野小学

校にそのボイラーを新たに設置いたしまして、

そこでそれを燃やして発電して自給するという、

そういったことを考えております。これらにつ

いては、10年、20年後先ということではなくて、

あくまでもこの５年間のうちに具体化を進めて

まいりたいと、そのように考えております。 

 また、長井は水が非常に豊富な水のまちでご

ざいますので、マイクロ小水力の発電であった

り、小水力発電はもちろんあるわけでございま

すが、そういったことによって、できるだけ、

平野小学校についてはもちろん、水が非常に豊

富なところでございますので、そういった再生

可能エネルギーを活用した電気あるいは暖房、

冷房の供給ということについて検討しなきゃい

けないというふうに思っております。 

 残念ながら、今回の平野小学校の大規模改修

では、単純に古くなった暖房機を交換するとい

うことで最小限の経費にとどめるという視点か

ら今回の導入に至ったわけでございますが、例

えば、議員おっしゃるような小学校でペレット

ストーブを使うということも一つの選択肢だっ

たと思いますが、そうしますと、新たにペレッ

トストーブを投入するだけではなくて、配管と

か排気の関係も含めてそういったところなどの

経費がかかり増しすると。なおかつ、将来的に

それが一番いい暖房をとる方法なのかと考えた

場合には、できるだけ、先ほど申し上げました

長井ならではの公共下水であったり、あるいは

コンポストセンターの、今度は業務用の生ごみ

を使った、そういったバイオコークス化して、

ぜひそういったものを公共施設でまずは活用し

ていきたいということから考えますと、今回は

残念ながら導入を検討することができなかった

ということで、今後の課題だというふうに思い

ますので、ご理解を賜りたいと思います。あり

がとうございました。 

○渋谷佐輔議長 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 市長には、大がかりな

発電とか、そうしたことの考え方をお聞きしま

した。 

 それはそれとして、私はなぜペレットストー

ブという、全部そうしたものをセットしようと

かそういうことじゃなくて、やはりペレットス

トーブというのは一つの教育的教材、あるいは

教育的効果もゼロではないだろうなと私はそう

思っておるわけで、私たち家庭でもぜひ導入し

ようとしているわけで、そういう中で、公共の

場においても、そうしたものをひとつ市民に知

っていただくと、やはり自然エネルギーの炎の

あったかさとか、そういうものっていうのは化

石燃料とは全然違うわけですよね。私も体験し

てるんですけども、そういうものが全く違うと。

そういう一つのアピール効果とか、そういうも

のも含めて何とか、全部を入れるなんていうこ

とは考えられないとしても、何か子供たちにや

はり電気や化石でない、本当に燃料としてこう

いうものあるんだよというようなことを知って

いただく方法ないものかなと、私はちょっと思

ったわけであります。 

 また、先般、厚生常任委員会協議会の中でも、

学童保育所新設２カ所、平野と伊佐沢、拝見さ

せていただきました。そこは残念ながらエアコ

ンでありました。そういうせっかく新たなもの

の公共施設をつくる場合に、やはりそうしたも

のの活用というか利用というかという視点、や

っぱり視点を少し変えてほしいなというのが私

の考えなんですけども、その点について市長、

いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。町田議員お

っしゃるとおり、やっぱり特に暖房をとる際に

ペレットストーブのあったかさというのは、い

わゆるボイラーで炊いた熱とはまた全く違う質
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のものでありまして、そういったものを特に子

供たちが学習の場として１日の大半を過ごす学

校でそれを体験させるということは、子供たち

の将来にとっても大きく影響すると思いますの

で、全く同感でございます。 

 今回は、ちょっとその設計の時点については

私どものほうでもその暖房を変える際にどうす

るかというところについて、ちょっと教育委員

会にお任せ切りだったということもあって、私

もその内容についてはよく把握してなかったと

いう反省もございますが、ぜひこのペレットス

トーブといいますか、暖房の部分に限らず、い

ろんな形で、特に教育の視点からも、また市民

課で進めております長井市の環境計画の中から

も、ペレットストーブについては市民が導入す

る際には補助をしております。ですから、そこ

をやはり公共施設、特に学校でやるというのが

やっぱり必要だったのかなというふうに非常に

反省しておりますが、今後、ぜひそういったこ

とについては十分に検討した上で、できるだけ

導入等々を進めていくようにしてまいりたいと

思いますので、よろしく今後ともご指導いただ

きたいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 15番、町田義昭議員。 

○１５番 町田義昭議員 これから設計変更とか

そうしたことが果たしてできるのか、できない

のかとは別といたしまして、やはりこういうこ

とで予算をオーバーしてしまうとかいうものに

ついては、私は市民の理解は得られるだろうと

いうふうに勝手に考えております。どういう結

論を出していただけるかということについては

わかりませんけども、正直言って、平野小学校

の事業費は全額持ち出しなわけで、補助金は一

切入らないというような説明を受けたわけでご

ざいますので、そういう点について教育的効果

なども含めながら、少し市民に納得していただ

ける予算の使い方をすれば可能なのかなという

ふうに勝手に思ってるんですけども、その点に

ついて最後にお聞きして、質問を終わりたいと

思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員のほうからございまし

たように、ある程度ここの部分でコストが高く

なっても、十分に議会初め市民の皆さんのご理

解をいただけるんではないかというお話もいた

だきましたので、ちょっとどのぐらいの金額に

なるかわかりませんが、一応、契約は今回させ

ていただいて、途中で、契約の段階でここの変

更もあり得るということなどもちょっと請負業

者とも話をさせていただきながら、後は設計の

業者さんと話をしまして、比較対照しながら前

向きに検討してまいりたいというふうに思いま

す。大変ありがとうございました。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 関連でありますけども、

教育長にお聞きしますけども、今、町田議員が

言ったことはやっぱり大切なことだなというふ

うに、私、思っております。我々の次の時代を

担う子供たちが、やはり次の時代をにらみなが

ら社会環境というものを常日ごろ勉強している

というようなことだというふうに思っておりま

す。 

 そして、長井市内の小学校においては、そう

した省エネ温暖化対策というようなことで、数

年前から省エネ共和国というようなことで、そ

の節約等々、そういった努力をされまして、そ

の成果が認められまして大臣表彰をいただいて

るというような学校もございます。 

 このたびの平野小学校につきましても、同じ

ようなそうした省エネ的な授業もやられてると

いうようなことでございます。そうした小学生

の努力というものを、やはり今回のようなこの

大規模改造のときにその努力を反映していくと。

そして、この次の時代の中でそうしたものが開

花していくというような、この教育というもの

がやっぱり必要じゃないかなというふうに私は
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思うんですけども、今、ただいま市長が、工事

は請負はしているわけですから、その中で、今

後、いろいろ見積もりやら検討しながら対応し

たいと、こういうことでございますけども、ぜ

ひそういったことを私はやっていただきたいな

と。やはり大臣表彰をもらうというようなこと、

これ、何年前かな、10年はならないけども、相

当前だと思いますけども、やはりそういったと

きから始まっている、そういったものもありま

すので、それはやはりエコに通じるものだなと

いうふうに思いますので、その辺のことについ

ていかがお考えでしょうか。教育長、お願いし

ます。 

○渋谷佐輔議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 お答えいたします。 

 教育的な視点からペレットストーブなどのそ

ういう環境に優しい機器の導入という、考えと

いうことでありました。 

 確かに私もこの冬、ペレットストーブをうち

で導入してやってみました。炎の赤外線が届い

て非常に懐かしい暖かさというんですかね、い

ろりの暖かさを感じる、そういう冬だったな、

冬も暖かかったせいもあるんでしょうけども、

そんな思いをいたしました。そういう体験を子

供たちの環境の中に届けるというのは非常にあ

りがたいことだなというふうに思います。 

 ただ、実際使ってみると、やっぱり灰の始末

でありますとか、着火するときの着火剤とか、

本当に火炊きをしなきゃなんないということと、

それから、その灰を片づけてガラスを拭くとい

う、そういう日々の作業が伴うということで、

それを今の学校生活の中に導入できるかという、

そういう日程的な、子供たちも大変忙しい生活

をしてますし、学校の中も非常に繁忙な状況で

ございます。そういうことが果たして可能かど

うかということを考えると、全面的にというの

はちょっとなかなか難しいかなと。ですから、

一部分の中に、ある部屋に、共有の場所とかそ

ういうところで使えないかということの検討な

どもしていく必要があろうかなと、そんなふう

に思っております。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 若干、教育長もちょっ

と甘いなというふうに思いますけど。やはり教

育はそういうもんだと思いますよ。焼却灰を捨

てに行くくらいは何ともないというふうに私は

思うんですけども。 

 それはそれとしましても、やはり今回、23台

中ですから、これ皆々というようなことでござ

いませんので、やはり導入をすると、１つでも

入れてみるというようなことは大事だなという

ふうに思います。その辺は先ほど市長も答えら

れていますから、期待をしたいというふうに思

っております。 

 やはり大規模改造というものはそう何度もで

きるわけでございませんので、やはりこうした

教育施設というのは費用対効果、Ｂ／Ｃという

のは余りそんなにこういった影響は、影響とい

うか、こういうのを持ち出すというのはなかな

か私はないのではないかなというふうに思って

おりますので、やはりできるときにやらないと

なかなかそういったことはできないというよう

なことでございますので、ぜひ１つでも２つで

も結構でございますから、今後この検討をして

いただいて、そして、ぜひ市長部局と話をして

いただいて、うまく導入ができるようにお願い

をしたいというふうに思います。 

 さて、次の問題ですけども、先日の協議会の

中では、ちょうどまだ入札前でありましたので、

なかなか入札調書というものももらえなかった

んですけども、先ほど市長が言ったように、５

月31日に入札がありまして、市長の言うとおり

にこの入札がされました。これは本当に大規模

改造というようなことで、順次、次々とこの小

学校の改築をしていくよというふうなことにつ

いては、我々もこれは賛成しているところでご
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ざいます。 

 そういう中で、このたび、この工事を請け負

いましたこの建設会社でありますが、３年前ほ

どこの小学校、同じような大規模改造において

死亡事故が発生したと、それはそれで業務上並

びに監督官庁の指導も仰ぎながら、みそぎとい

いますか、それはそれで終わっているというふ

うに思いますが、やはりこういう競争入札です

から、それはだめだというようなことはできな

いと思いますけども、やはりそういった事故が

起こるとなかなか後味が悪いといいますか、や

はりそういった事故がずっと将来にもいろいろ

思い出されるというようなことになります。 

 そこで、今回もこの同じ業者でありますから、

この安全基準、そしてこの建設に入るそういっ

た会社の姿勢というものはどのように当局とし

て監督されていくのか、これは副市長にお願い

したいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 遠藤健司副市長。 

○遠藤健司副市長 お答え申し上げます。 

 今、安部議員のほうからあった西根小学校で

の事故は、当時、請け負った、今回の業者から

も、逐一、その後の改善策を求め、報告をいた

だいて、そしてまた、下請に出した秋田の業者

でありますが、これに対しても元請であった今

回の会社から指導してると。関係機関からの指

導もいただいたというようになってます。 

 今回の発注についても、今回受けた会社につ

いては十分な過去の教訓を生かして、また、市

からも決してあのような下請の起こした不注意

な事故ではあっても、きちんと現場の監督をす

るようにということで、厳しくお願いを申し上

げてるという状況でございます。以上です。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 あんまりよくわかんな

かったけども、安全はとにかく一度たりとも目

離すといいますか、休むということのないよう

にしていただきたいと。ぜひ、こういう２億先

の仕事ですから、建設関係も、建設課もありま

すから、そういった技師等も含めて、巡回指導

なり、周りの巡回指導なり、建物については別

に何ともないと思いますけども、やはり周り、

大通りのそういった巡回指導等々をぜひ強くや

っていただきたいというふうに思います。 

 もし今回も同じようなけがとか何かあった場

合は、やはりそれはいろんな公共的な指導的な

ものはあったといいますけども、そこは二度と

こんなことはないように十二分に注意をしてい

ただきたいと、このように思うところでありま

す。 

 また、今回のこの調書の中で、予定価格が２

億668万1,000円というようなことです。今回の

入札落札金額は２億450万円、入札率が98.9％

なんですね。これは前々からこうした施設の入

札というものについては、この入札率が非常に

高いと、こういうふうに私も聞きまして、いろ

いろこの場で質問をさせていただいてきました。 

 今回、確かに当初から見ると、その国庫補助

金の7,600万余りが来なかったというようなこ

とで、今回は、先ほどあったように自主財源と

起債でやるというようなことでございますけど

も、変更の額も6,000万ほど、7,000万ほどです

か、小さくなったわけでございますけども、や

はりこの入札、この率というものはもう少し適

正なところにしていくべきじゃないかなと、そ

ういう指導もあってしかりじゃないかなという

ふうに思います。その辺については、市長、ど

のようにお考えでありますか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 安部議員にお答えいたします。 

 今回の平野小学校の大規模改修の工事につき

ましては、条件つきの一般競争入札でございま

す。したがって、当初から予定価格を公表して

やっております。その中でのエントリーされた

資格のある会社で入札を執行されたということ

でございますので、確かに議員おっしゃるよう
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に、ほぼ同じような99％や98％台ということで

変わらない、ぐっと下がったりはしないんでご

ざいますが、議員もご承知のとおり、一旦落ち

ついたとはいえ、東日本大震災以降、大幅な建

設物価、あるいはこの人件費も含めたさまざま

な歩掛かりも高くなっております。したがって、

置賜広域行政事務組合での消防署の入札の不調

であったり、あるいは我々のほうも昨年の観光

交流センターのいわゆる設計変更して予算に合

わせざるを得なかったりとか、そういったこと

が起きてる実態でございますので、正直なとこ

ろ、残念ではありますが、入札といいますか、

予定価格より辞退という、最悪の事態を免れて、

しっかりと工事を請け負っていただけたという

ことも実際のところ、本音としてはまずは安心

したところでございます。 

 したがいまして、私どもからまずお願いはす

るわけですけども、これは指導というものでは

ないと思います。したがって、価格を公示して、

それに対してどれぐらいでやれるかという競争

ですから、その金額でやれないというふうに判

断されたところは辞退でございますんで、昔の

指名競争入札ということになりますと、以前か

ら職員のほうから予定価格が漏れたんじゃない

かとか、あるいは設計書が流れたんじゃないか

とか、そういった疑いがかけられたりもしたん

ですけども、私どもはもう一般競争入札して８

年目ぐらいでしょうか、そういったことの事故

のないようにということで、公正、公明にやっ

てるつもりでございますんで、あとは何とかや

っぱり参加される業者が頑張っていただいて、

何とか少しでも安い金額で請け負っていただく

ようにお願いするということで、むしろ、最初、

議員がおっしゃったように、事故等のないよう

にということでの私ども、これは指導としてや

っていきたいと思いますけども、そんなことで

ご理解を賜りたいというふうに思います。以上

です。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 この入札率の問題はい

ろいろありますけども、やはりそういった資材

の高騰、また震災、熊本もありましたので、市

長の言うこともわからないわけではございませ

ん。 

 ですけども、やはりこうしたその100％近い

というようなところでなくて、やっぱり歩どま

りとしても、ある程度のところはやはり把握し

とくといいますか、そういったことも必要だな

というふうに私は思いますので、今回の入札に

ついては何もその異論というようなことはござ

いませんけども、やはりこうしたことを常々頭

の中に入れておかないと、やはりいろんな問題

も生じやすくなるというようなことでございま

すので、今後ともこういったこの適正な入札と

いうものを心がけていただきたいということを

申し上げまして終わります。 

○渋谷佐輔議長 ほかにご質問ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結いたします。 

 それでは、議案第42号の１件について討論を

行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第42号は原案のとおり決するに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。 

 よって、議案第42号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第９、議案第43号 平成28年度長

井市一般会計補正予算第２号の１件について質

疑を行います。ご質疑ございませんか。 

 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 この用地取得の議案につ
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いては異論を唱えるものでございませんが、こ

の取得に係る価格の単価の考え方、価格の考え

方についてちょっと違和感がございますので、

この取得価格の設定について、資料、協議会で

いただいてますが、中学校グラウンド用地の取

得単価をもって取得価格と定めております。こ

れに至った検討の経過について、前建設参事で

もあります横山教育参事からご説明をお願いし

たいと思います。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 この価格につきましては、売買実例というふ

うなところで、今まで購入させていただきまし

た過去の実例価格をもとに反300万というふう

な金額で交渉に入ったわけでございまして、私

どもとすれば妥当な金額の交渉であったのかな

というふうに思ってます。大部分の方がこの金

額で応じていただいているというふうな状況で

ございますので、ベースとしてこの反300万を

申し上げながら協議させていただいたというふ

うな経過でございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 南中学校のグラウンド用

地の買収は何年に買収になったのかお伺いしま

す。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 過去の書類等々を見ますと、昭和55年から買

収が開始されてるというふうに理解してござい

ます。当時は土地開発公社がありましたので、

開発公社のほうで土地を購入されたというふう

に考えてございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 昭和55年ですと、36年前

ということになります。公共用地の取得に係る

補償基準、多分、横山参事もごらんになったか

と思いますが、適正な価格で用地を買収、用地

購入するというような条項がございまして、適

正な価格とは近傍地の価格もしくは適正な評価

額をもってというような説明があると思います

が、その辺の検討はなさったのかお伺いします。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 この金額、ベースの金額を提示するに至りま

しては、さまざまな金額等々につきまして、こ

ちらのほうで試算をしたというところでありま

す。例えば、固定資産税の評価額に応じたもの

であったり近傍地の売買であったりというよう

なところで、過去の事例も即して検討した経過

はありますが、ここで詳細な金額をちょっと申

し述べるのはいろいろと差しさわりが出てくる

というようなこともございますので、その中で、

やはり過去の事例等々で反300万でお譲りいた

だいたというケースがほとんどでありましたの

で、それをベースに所有者の方と協議をしなが

ら、このたびの合意というか、至ったというよ

うなところで、本当に長年の懸案でございまし

た土地でございますので、関係された方、大変

ご苦労なさったという部分もあろうかなと思い

ますが、ようやく解決に向けて進めることがで

きるということで、皆様方のご理解をいただけ

るかなというふうに思っているところでござい

ます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ２番、浅野敏明議員。 

○２番 浅野敏明議員 検討なさったというよう

なことですが、やっぱり三十五、六年前の単価

をもって、その単価をもって購入価格とすると

いうのは大変私は無理があるというふうに思い

ます。 

 今回はこれで上程されましたので異論を唱え

るものではございませんが、今後、公共用地取

得に当たっては、十分その補償基準、国で基準

を定めておりますので、その基準の内容に沿っ

た価格の設定をすべきだと思いますので、今後、

十分に検討していただきたいと思います。最後

に、そのお考えをお願いします。 
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○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 用地の買収につきましては確かに55年から始

まっておりまして、開発公社の部分については

61年ぐらいまでにはほぼ終わってるようなとこ

ろで、最終的な部分につきましては、例えば平

成10年あたりにまた用地買収というようなとこ

ろで反300万でお願いしてるというふうなとこ

ろもございます。議員おっしゃるように、適正

な価格というようなところで、例えば鑑定士と

いうふうなところを入れてやった場合に、こう

言ってはあれなんですが、むしろ高い金額の提

示がされるというふうな可能性もあるわけです

ので、従前のその部分で交渉ごとというふうな

ことも一つありますので、地権者の方と合意を

得たというところで、大半の、私どもについて

は、ある程度その妥当な金額だったのかなとい

うふうには考えてるところでございます。 

 なお、議員おっしゃるように、そういうよう

なところで、今後に向けては、例えば鑑定士の

評価を入れるとか、鑑定士に評価していただく

とか、固定資産税の部分を、固定資産税という

のは鑑定士評価の0.7というふうなところの評

価額になっておりますので、そうしたところを

参考にするとか、相続税路線価を参考にすると

か、実態に即した価格設定というようなところ

も今後検討してまいりたいなというふうに思っ

てます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 借地料ですけども、

27年度は174万7,010円だったと。これはあれで

すか、当初、契約したときの金額が、これずっ

とこういう金額できてますか。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 当該土地につきましては、昭和58年から借地

料ということでお願いしてございまして、平成

27年度まで、年数にすれば約33年間というふう

な形になろうかなと思いますが、当然、当初は

反10俵というふうなところで、政府のお米の値

段というようなところをベースにやっておりま

したので、若干、全てこの33年間が同じ金額と

いうようなことではございません。また、途中

で現況課税というようなところもございました

ので、そういうところの固定資産税負担分につ

きましても見直しをかけてというようなところ

で金額が動いてございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 そうしますと、当初

は、細かい数字はいいですけども、この174万

よりは高かったということですよね。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 昭和58年当時は、先ほど申し上げました固定

資産税相当額が低かったというようなところも

ございますので、総額にすれば現状の価格より

は若干安くなってございます。以上でございま

す。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 33年間の借地料はお

おむねどれぐらいになりますか、合計しますと。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 個人のプライバシーであったり個人情報とい

うふうなところもありますので、詳細な数字は

ちょっと申し控えさせていただきたいと思いま

すが、おおむね4,000万ほどでございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 最初にお売りいただ

ければこんなにたくさんの、4,000万もお支払

いする必要なかったわけですけども、通常、民

間の賃貸借ですと、例えば33年も賃貸料、お支

払いして、じゃあ、その後、売ってもいいよと

なった場合、通常、これだけ支払ったんですか

ら、その当初の300万じゃなくって、例えば半

分でいいとか、これ、常識だと思うんですが、
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先ほど浅野議員からもありましたが、ちょっと

その辺の検討とかなさったんですか、交渉とか。 

○渋谷佐輔議長 横山教育参事。 

○横山賢一教育参事 お答えいたします。 

 訂正でございますが、先ほど、総額4,000万

と申し上げましたが、固定資産税相当分を差し

引いて4,000万というようなことでありました

ので、済みませんが、ご訂正のほど、まず、冒

頭、お願い申し上げます。 

 あと、先ほど、議員おっしゃられた金額等々

の考慮の部分につきましては、やはり地権者の

方も反300万というふうなところは、十分土地

開発公社の時代からもお聞きなさってるという

ようなところでありますし、お聞きしますと、

以前はですね、反350万というふうな話もあり

ましたよというふうなところも正直にいろいろ

と出てきてるわけでありますので、その中で私

どもについては、その近傍のたくさん売買実例

がありましたと。その中で、反300万というふ

うなことで地権者の方もご理解いただいたとい

うふうなことでありますし、私どももそれをベ

ースにご提示申し上げて、価格交渉でありまし

たので、双方の部分でご理解というか、地権者

のほうでご理解いただけねば買収できないとい

うふうなわけでありますから、そうしたところ

も誠心誠意尽くしながら折り合う金額で合意を

いただいたのかなというふうに考えてるところ

でございます。 

 これが半分であればちょっと難しいのかなと

いうふうに思いますし、流れ等々につきまして

は、昨年度、賃貸借契約の際にお売りしたいと

いうようなところも、当然ご本人の地権者の方

からお話を伺って進めてまいったというような

ところでありまして、ことしに入って価格を提

示しながら買収希望価格の提示を行って、あと

は説明を行いながらご理解いただいてきたとい

うようなところでありますので、長年の懸案事

項でありましたので、その分、どうぞご理解の

ほどよろしくお願いしたいなと思っているとこ

ろでございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 12番、五十嵐智洋議員。 

○１２番 五十嵐智洋議員 時代背景も違います

から、昭和50年代後半ですとバブル経済で、や

はりそれ相応の根拠はあったと思いますし、民

間企業と違うこともわかります。 

 私、検証として市長にお伺いしたいんですけ

ども、この南中の用地問題というのは、非常に

長井市の財政を圧迫した一つの要因だったんで

すよね。それで、全部300万円でお売りいただ

ければこんなにその後の財政逼迫にならなかっ

たんですけども、なかなかそうもいかなくって、

例えば代替地が欲しいんだという方もいらっし

ゃって、ただ、代替地をご紹介しても、ここは

だめだ、あそこはだめだというようなことで10

年とですか、引きずってきました。私、20年前

に議員になったときに、財政問題特別委員会で

南中用地の問題もかなりやったんですね。余り

にいつまでも代替地を納得いただけなければお

返しをして、だんだん田んぼが安くなってきま

したので、西側にいっぱい田んぼあるから、安

く譲っていただいて造成をして、極論までいっ

たんですよね。それで、代替地、買収交渉もだ

んだんとやってきまして、今回の決着を見て、

これはいいことだと思います。 

 それで、南北両中を同時開校という非常にか

なり無理な計画を進めるために、この契約も少

し拙速だったのではないかと、なので、結構、

後に憂いを残したのではないかと思うんですけ

ども、市長、どのように検証されてますか。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 五十嵐議員がおっしゃいますよ

うに、特に土地開発公社のいわゆる塩漬け用地

というよりは隠れた不良債権といいますか、27

億あったわけですね。それで、五十嵐議員がお

っしゃる、まずは平成13年からの財政再建５カ

年計画の中で、行く行くは土地開発公社を解散
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しなきゃいけないということで、土地問題、た

くさん課題になってる部分ありまして、その大

きな一つが長井南中学校、あとはあやめ公園の

高台、古代の丘等々、ほかにも細々としたのが

ありました。その都度、ずっと交渉はやってき

ております。 

 最終的に今回の土地の所有者にお願いに回っ

たのは平成20年ごろだったと思います。いわゆ

る集中改革プランで、いよいよ土地開発公社解

散しなきゃいけないということで、再度お願い

したんですが、頑として応じてくれないという

ことで、私どもも、ここ、本当に教育委員会と

して必要なのかと、これもう返して、やっぱり

ほかのところの代替でやったらいいんじゃない

かというようなところも長井南中学校のほうに

も相談しました。でも、それもいたし方ないと

いうことだったんですが、できればあそこはソ

フトボールで使ってるんで何とかというような

お話などもあって、結局、現状まできました。

まだ解決してないところはございます。 

 ただ、多くの部分はここ15年ぐらいの行革の

中で、市民の皆様、地権者の皆様からご理解い

ただいて解決した部分もあったんですが、今回

は一番最後でもないんですが、２つ残ってる最

後の１つということだと思います。何回お願い

しても応じてもらえませんでした。副市長もお

邪魔して行ったんですが、もうだめということ

で、今回、こういう金額というのはやっぱり非

常に難しいところありまして、また拒否されれ

ばこれもだめだと。かといって高く買うことも

できないということで、苦渋の選択ということ

で、今回はこの金額で何とか議会のほうにご理

解を賜りたいというふうに思います。 

 なお、今から13年前ほどですけども、その隣

接地で買収に応じていただいた方いらっしゃっ

たんです。その際は、どういうわけか反300万

じゃなくて、その当時の実勢単価で契約してる

ケースもあるんですね。坪３万円ということで

ございました。そこから、今までいわゆる賃料

を払った部分を差し引いたということでござい

ます。それで今回、計算してみますと、先ほど

横山参事から大体賃料が、固定資産税分除いて

4,000万ぐらいだということなんですが、今回、

2,300坪ぐらいなんですね。坪３万にしますと

6,900万、4,000万差し引きますと2,900万が残

るんですね。ですから、本人はその単価なんか

よりも、もう最初から300万、300万、本当は

350万って言わっちゃんだけんども、そこまで、

今までやっぱり賃料もらっちゃあ300万でもい

いよということだったもんですから、大変、私

どもとしては、今回を逃したらもうずっと借り

っ放しになってしまうのかなということで判断

したところでございます。 

 なお、議員おっしゃるように、長井市の財政

に与えた影響というのは非常にあったと思いま

す。今後とも、土地の買収等々について、ある

いは公共用地を確保するには、慎重に、なおか

つ後々ツケを送らないようなやり方をしていか

なきゃいけないというふうに思ってるところで

ございます。以上です。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 関連なんですけども、

五十嵐議員が言うように、あるいはまた、市長、

横山参事からその答弁があったように、前は全

部、何もかにも、土地開発公社に先行取得をさ

せて知らん顔してたんですよね。知らん顔いう

ことはないでしょうけど、それで、やむにやま

れず、それから買い戻しを行ってったわけです

よね。だから、非常に難しい交渉を今回まとめ

ていただいたということは、いろいろ努力して

いただいたんだなというふうに私も評価をして

おります。いい機会に取得して大変よかったと

思っております。 

 ただ、まだプラザの用地であったり、一部で

すね、それから、私が一番ちょっと頭に残って
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ますのは、老福センターの底地ですよね、社会

福祉協議会の。あそこの底地だって民地が、借

地が85％ぐらい、いや、もっと多いかもしれま

せんが入ってるはずでございます。それはそう

なってるんですよ。だから、こういう問題も、

先々のことを考えますと、やっぱりどっかで解

決をするために努力をしていくということが絶

対必要ですので、そこら辺についてもう一度、

市長の考え方をお聞かせください。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 蒲生議員おっしゃるとおりでございまして、

特に学習プラザの駐車場の用地については相続

的な問題もあるということで、ご本人、地権者

の方はなかなか応じていただけないんですが、

今、相続的なところでなかなかうまくいかない

ということであれば、時間を置けば置くほど複

雑になるということでございますので、今回を

契機に、土地開発公社は解散したわけでござい

ますが、財政課のほうを中心に再度交渉して、

できるだけ借地というのはやめるべきだという

ふうに思います。 

 なお、ほかにも、例えば借地してる病院のと

ころとかいろいろあるんですが、その価格につ

いてもかなり適正価格と高いところと差があり

まして、それらについては監査委員のほうから

もご指摘いただいて、契約を更新する際にやめ

ますと、例えば底地に物が建ってるとこれは逃

げられないのでなかなか強いことは言えないん

ですが、そうじゃなくて、何か駐車場みたいな

形で借りてるところは、もう借りないと、契約

更新しないということなどをしながら、賃料を

下げるなり、あるいは売却いただくなり、今後

とも努力してまいりたいと思いますので、なお

一層のご指導をいただければというふうに思い

ます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ほかに質疑もないので、質疑を

終結いたします。 

 それでは、議案第43号の１件について、討論

を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第43号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔議長 起立全員であります。よって、

議案第43号は原案のとおり決定いたしました。 

 

 

 日程第１０ 議案第４０号 町の区 

 域の変更について外４件 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、日程第10、議案第40号 

町の区域の変更についてから、日程第13、議案

第45号 平成28年度長井市公共下水道事業特別

会計補正予算第１号までの４件を一括議題とい

たします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第40号 町の区域の変更に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、観光交流センター整備事業に伴い、

従来の町の境界を変更し、新たに観光交流セン

ター用地の北側隣地境界線を町の境界といたし

たく、町の区域を変更いたすためご提案申し上

げるものでございます。 

 次に、議案第41号 長井市公共下水道管理セ

ンターの建設工事委託に関する協定の締結につ

いてご説明申し上げます。 

 本案は、長井市公共下水道管理センターの最

初沈殿池設備、反応タンク設備及び汚泥処理設


